
EPOCでのレポート提出方法

総合臨床教育センター



症例レポートを要する疾患・症候一覧
A疾患
• 脳・脊髄血管障害（脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血）
• 心不全
• 高血圧症（本態性、二次性高血圧症）
• 呼吸器感染症（急性上気道炎、気管支炎、肺炎）
• 食道・胃・十二指腸疾患（食道静脈瘤、胃癌、消化性潰瘍、胃・十二指腸炎）
• 腎不全（急性・慢性腎不全、透析）
• 糖代謝異常（糖尿病、糖尿病の合併症、低血糖）
• 痴呆（血管性痴呆を含む。）
• 気分障害（うつ病、躁うつ病を含む。）
• 統合失調症（精神分裂病）

症候
• 不眠 ・浮腫 ・リンパ節腫脹 ・発疹 ・発熱
• 頭痛 ・めまい ・視力障害、視野狭窄 ・結膜の充血
• 胸痛 ・動悸 ・呼吸困難 ・咳・痰 ・嘔気・嘔吐
• 腹痛 ・便通異常(下痢、便秘) ・腰痛 ・四肢のしびれ
• 血尿 ・排尿障害（尿失禁・排尿困難）

その他、外科レポート、ＣＰＣレポートの提出が義務付けられています

経験したら早めに
レポート作成・提出を！

資料５ 参照



感想を述べているだけのもの
（例）
・○○抵抗性のA疾患を経験した。○○を自分でしたことがなかったので、良い

経験になった。
・○○病の症例。○○薬内服が必要ではないだろうかと考えたが、専 門の先

生は○○薬程度の処方であった。出来れば紹介状の返事を専門科の先生か
らいただきたかった。

・A疾患の患者。○○薬の使い方の雰囲気はつかめた気がする。
必修疾患・症例ではない疾患のレポート

（例）
・食道・胃・十二指腸疾患ではなく、大腸疾患。
・血尿の症例のはずなのに、血尿がでていない。
・呼吸器感染症なのに好酸球性肺炎

Ａ４サイズ紙1～2枚程度でまとめてください。

必修レポートの考察で改善が必要であると思われるもの

あなたがその症例を通して何を考えたか、を書いてください。
教科書やインターネットサイトの丸写しで、個々の症例に対する
考察がされていないものはダメです。
退院サマリーは代用できません。

EPOC上にアップ
ロードで提出。そ
の後何年も残す
ので患者名は入
れないでください。



ＣＰＣレポート（必修レポート）について

• 作成方法は３つ

（１）剖検検討会にて病理側で発表（1症例2名まで）

（２）剖検検討会で臨床側で発表（原則受持医症例）

（３）剖検に立ち会い、解剖担当医の了解を得る。

（剖検検討会への参加が強く推奨される）

・上記いずれかで症例を経験し、剖検検討会後速やかに所定
の様式でレポートを作成すること！

（剖検検討会から３ヶ月を超えると承認されません。）

• CPCレポートの書き方については、

レジデントレクチャー（4月4日19時～）

にて詳しい説明があるので出席してください。
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ＣＰＣレポート（必修レポート）提出方法（１）

（１）剖検検討会にて病理側で発表する場合（1症例2名まで）

剖検検討会の予定が発表（院内掲示、教育センターからメール通知）

→教育センターに「病理側で発表したい」と申し込む（原則先着順）

→事前学習のWorkSheetを教育センターに提出

→研修医は病理担当者に連絡し、剖検検討会前に指導を受ける

→剖検検討会でプレゼンテーション

→レポートを教育センターに提出

→教育センターから病理に送付

→剖検指導医・野口先生の承認

→教育センターはPDF化したレポートを研修医にデータで返却

→研修医はEPOCにアップ



ＣＰＣレポート（必修レポート）提出方法（２）

（１）剖検検討会にて臨床側で発表する場合

剖検検討会の予定が発表（院内掲示、教育センターからメール通知）
→研修医は自分で臨床側発表担当者に連絡し、臨床側から発表すること
の了解を得る
→教育センターに「臨床側で発表する」と報告
→研修医は臨床担当者に連絡し、剖検検討会前に指導を受ける
→剖検検討会でプレゼンテーション
→レポートを作成し、指導を受けた臨床担当者に承認をもらう
→臨床担当者のサインの入ったレポートを教育センターに提出
→教育センターから病理に送付
→野口先生の承認
→教育センターはPDF化したレポートを研修医にデータで返却
→研修医はEPOCにアップ



ＣＰＣレポート（必修レポート）提出方法（３）

（１）剖検に立ち会い、解剖担当医の了解を得る場合

剖検に立ち会い
→剖検に立ち会った時に執刀した担当病理医に「この症例でCPCレポー
トを書きたい」と伝えて了解を得る
→研修医は了解を得た病理担当医に連絡し、肉眼所見の検討を行う。
→レポート作成（顕微鏡所見の記載は必ずしも必要なし）
→教育センターにレポート提出
→教育センターから病理に送付
→剖検指導医・野口先生の承認
→教育センターはPDF化したレポートを研修医にデータで返却
→研修医はEPOCにアップ

この場合剖検検討会への参加や剖検の最終レポート所見の確認は
必須ではないが、強く推奨します。



レポート提出機能

①



②



③

⑥

⑤

④



ファイルと日時が出ます



○と日時が出て承認依頼がチェックされます。
教育センターがチェックすると承認者に名前がでます。



ＥＰＯＣで自己評価を入力した時
レポートをアップした時
最後に
「指導医に通知（メール）しますか」
とでます。

→自己評価を入力した時は「ＹＥＳ」と入力してください。
１科の研修で「行動目標」「経験目標Ｂ」「経験目標Ｃ」とブ
ロックがわかれていますが、それぞれに「ＹＥＳ」としてくださ
い。

→レポートは教育センター教員がチェック（承認）しますので、
レポート入力時は指導医に通知しなくてＯＫです。
（してもＯＫ）


